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参
加
者
は
代
議
員
25
人
、
代
議

員
以
外
の
参
加
者
12
人
、
来
賓
1

人
の
合
計
38
人
で
し
た
。

は
じ
め
に
執
行
部
よ
り
2
0
1

8
年
度
の
活
動
報
告
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
4
人
の
代
議
員
よ
り

「
支
部
ご
と
の
部
会
開
催
の
温
度

差
」
、
「
財
務
省
主
税
局
交
渉
、

国
税
局
交
渉
」
、
「
3
・
13
行
動
」

に
つ
い
て
の
質
問
等
が
あ
り
ま
し

た
。「
部
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

36
支
部
の
運
動
を
学
び
あ
い
、
方

針
を
確
認
し
あ
う
こ
と
が
大
切
、

引
き
続
き
部
会
等
で
深
め
て
い
き

た
い
」
、
「
3
・
13
行
動
に
つ
い

て
は
、
電
子
申
告
が
ふ
え
て
い
る

こ
と
も
あ
り
全
国
的
に
参
加
者
を

減
ら
し
て
い
る
。
東
京
土
建
だ
け

で
参
加
者
を
ふ
や
す
の
は
厳
し
い

の
で
、
集
会
の
中
身
も
見
直
し
、

地
域
で
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
情
勢
報
告
と
2
0
1
9

年
度
方
針
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
、
一
括
し
て
質
疑
、
討
論
を
行

な
い
ま
し
た
。
「
一
斉
地
方
選
挙

立
候
補
予
定
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
と
実
施
方

法
」
、
「
民
法

改
正
の
支
部
学

習
会
の
講
師
の

手
配
」
、
「
税

務
署
が
推
奨
す

る
電
子
申
告
」

に
つ
い
て
の
質

問
等
が
あ
り
ま

し
た
。

執
行
部
か
ら

「
ア
ン
ケ
ー
ト

の
内
容
に
つ
い

て
は
、
大
会
議

案
入
稿
後
の
3

月
1
日
の
中
執

で
変
更
が
確
認

さ
れ
消
費
税
の

み
の
ア
ン
ケ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
中
執
議
案
、

資
料
集
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
」
と

変
更
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
「
民
法
改
正
の
学
習
会
講
師

は
支
部
で
つ
な
が
り
の
あ
る
弁
護

士
に
依
頼
ま
た
は
事
業
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
」
、
「
確
定
申
告
の

権
利
、
申
告
方
法
の
選
択

権
に
つ
い
て
は
納
税
者
一

人
一
人
に
あ
る
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
記
載
の
問
題
や
集

団
申
告
を
大
き
く
成
功
さ

せ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
東
京
土
建
で
は
電
子
申

告
は
推
奨
し
ま
せ
ん
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

続
け
て
参
加
の
23
支
部

よ
り
、
事
前
に
お
知
ら
せ

し
て
い
た
5
項
目
か
ら
1

つ
を
選
び
報
告
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
多
く
の
支

部
よ
り
消
費
税
10
％
へ
の

増
税
を
中
止
さ
せ
る
た
め

地
域
で
の
宣
伝
強
化
を
行

な
い
た
い
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

各
支
部
の
報
告
内
容
に

つ
い
て
は
、
新
年
度
第
1

回
の
部
会
で
報
告
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
最
後
に
全
体
の
拍
手
で

す
べ
て
の
議
案
の
承
認
を
う
け
ま

し
た
。

中田議長

3．13重税反対統一行動の進め方に
ついて質問する足立支部の仲間

後
継
者
対
策
分
科
会
は
、
代
議

員
23
人
、
代
議
員
以
外
21
人
、
来

賓
1
人
の
合
計
45
人
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

中
村
（
哲
）
専
従
常
任
は
、
2

0
1
8
年
度
の
活
動
総
括
と
し
て

分
会
や
支
部
が
す
す
め
る
後
継
者

対
策
活
動
が
報
告
さ
れ
、
石
川
部

長
は
、
2
0
1
9
年
度
の
方
針
と

し
て
、
仲
間
を
結
集
す
る
楽
し
い

企
画
を
支
部
・
分
会
で
進
め
、
①

後
継
者
世
代
が
先
頭
に
、
全
世
代

で
組
合
運
動
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
。
②
青
年
部
卒
業
世
代
や
Ｏ
Ｂ

と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
。
③
分
会

で
活
躍
す
る
仲
間
づ
く
り
に
目
標

を
持
つ
こ
と
。
④
分
会
活
性
化
を

支
部
が
支
援
す
る
こ
と
。
⑤
部
会

の
定
例
化
と
柔
軟
な
運
営
。
⑥
青

年
部
活
動
の
支
援
を
提
起
し
、
議

案
補
強
の
た
め
に
4
支
部
の
経
験

報
告
と
青
年
部
か
ら
の
報
告
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。

足
立
・
國
府
谷
後
継
対
部
長
か

ら
、
後
継
者
対
策
部
が
主
役
、
3

年
計
画
で
進
め
た
分
会
経
験
交
流

会
が
、後
継
者
世
代
の
育
成
、分
会

活
性
化
に
活
き
た
経
験
。
渋
谷
・

加
藤
書
記
長
か
ら
は
、
居
住
率
の

低
い
地
域
で
の
丁
場
別
組
織
再
編

で
、
要
求
に
も
と
づ
い
た
事
業
所

を
中
心
と
し
た
後
継
者
世
代
の
結

集
の
取
り
組
み
。
八
王
子
・
黒
木

後
継
対
部
長
か
ら
は
、
後
継
者
世

代
を
分
会
と
つ
な
げ
る
た
め
に
支

部
が
始
め
た
2
つ
の
分
会
支
援
補

助
で
分
会
活
性
と
後
継
者
世
代
の

参
加
が
ふ
え
た
経
験
。
府
中
国
立

・
渡
邉
後
継
対
部
長
か
ら
は
、
後

継
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、「
団
結

と
交
流
」
を
前
面
に
年
間
を
通
じ

た
結
集
企
画
の
計
画
と
ブ
ロ
ッ
ク

で
後
継
者
対
策
活
動
の
交
流
を
進

め
た
経
験
。
青
年
部
結
成
60
周
年

を
迎
え
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
題
し

て
、
青
年
部
の
位
置
づ
け
を
動
画

で
確
認
し
、
部
員
か
ら
は
、
活
動

家
を
ふ
や
す
た
め
の
支
援
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、「
固
定
化
さ
れ

て
い
る
群
役
員
の
活
性
化
」、「
青

年
部
活
動
推
進
小
委
員
会
で
の
議

論
内
容
の
共
有
化
」、「
外
国
人
労

働
者
の
就
労
問
題
と
後
継
者
育
成

の
課
題
」
な
ど
質
問
が
あ
り
、
執

行
部
か
ら
方
針
補
強
と
し
て
受
け

止
め
る
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
へ
将
来
の

建
設
業
、
組
合
活
動
に
ど
ん
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
か
と
投
げ

か
け
が
あ
る
な
ど
全
世
代
交
流
の

場
と
も
な
り
ま
し
た
。
大
会
議
案

を
参
加
者
全
体
の
拍
手
で
承
認

し
、
分
科
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

濱﨑議長

丁場別の組織再編を行なった経験に
ついて報告する渋谷支部の仲間

参
加
者
は
、
本
部
役
員
1
人
、

代
議
員
28
人
、
代
議
員
以
外
の
参

加
者
17
人
、
来
賓
2
人
の
合
計
48

人
で
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
来
賓

の
埼
玉
土

建
の
小
峰

副
執
行
委

員
長
と
劇

団
前
進
座

の
有
田
佳

代
さ
ん
よ

り
あ
い
さ

つ
を
い
た

だ
き
、
部

長
か
ら
組

合
総
合
共

済
や
生
命

共
済
の
給

付
実
績
、

火
災
共
済

・
地
震
共

済
・
自
転
車
保
険
な
ど
の
到
達
と

課
題
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
た
各
種
あ
っ
せ
ん
事
業
の
紹

介
な
ど
昨
年
度
の
活
動
の
経
過
・

教
訓
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

経
過
報
告
の
質
疑
応
答
で
は
、

Ｄ
ラ
イ
フ
の
配
布
冊
数
に
つ
い
て

「
家
族
で
複
数
組
合
加
入
し
て
い

る
仲
間
も
い
る
の
で
、
ひ
と
り
1

冊
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
質
問
が
あ
り
、「
原
則
は
ひ

と
り
1
冊
だ
が
支
部
で
調
整
配
布

し
、
在
庫
と
し
て
残
る
も
の
に
つ

い
て
は
新
加
入
者
へ
の
配
布
で
利

用
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
2
0
1

9
年
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
発
効
し
て
日
本

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か

教
え
て
ほ
し
い
」と
質
問
が
あ
り
、

「
ま
だ
細
か
い
内
容
が
開
示
さ
れ

て
い
な
い
た
め
不
明
な
点
も
多
い

が
、
共
済
制
度
の
給
付
率
が
生
保

の
給
付
率
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
、
共
済
掛
け
金
の
大

幅
な
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
い
う
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。引
き
続
き
、5
支
部
か
ら

支
部
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
ラ
イ
カ
34
の
制
度

に
つ
い
て
や
地
震
共
済
の
仮
払
い

制
度
に
つ
い
て
質
問
が
さ
れ
、
4

月
1
日
以
降
修
了
分
の
フ
ル
ハ
ー

ネ
ス
講
習
会
は
共
済
会
の
補
助
で

5
0
0
0
円
に
な
る
こ
と
と
地
震

共
済
の
仮
払
い
制
度
は
状
況
を
考

慮
し
、
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
制
度

手
順
を
整
え
て
ゆ
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
2
0
1
9
年
度
の
方
針

に
つ
い
て
提
案
が
さ
れ
、
質
疑
討

論
。
「
自
然
災
害
の
給
付
が
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
る
。
加
入
者
を

ふ
や
す
に
は
、
名
称
を
『
火
災
自

然
災
害
共
済
』に
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
地
震
に
よ
る
火
災
は
、
火

災
共
済
で
は
補
償
さ
れ
な
い
こ
と

を
も
っ
と
強
調
し
た
方
が
良
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
で
工
夫
し
た
い
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
提
案
し

た
議
案
を
一
括
し
て
、
拍
手
で
承

認
し
ま
し
た
。

佐久間議長

5つの支部経験報告を聞き拍手する厚
生文化分科会の参加者

議
長：

土
橋
弘
典
（
豊
島
）

〃：

濱
﨑

亮
（
中
野
）

書
記：

恩
田
一
馬
（
中
野
）

後
継
者
対
策
分
科
会

後
継
者
対
策
分
科
会

税金経営対策分科会税金経営対策分科会

１０％阻止で宣伝を強化

全
世
代
の
先
頭
で
発
展

集団申告を成功させよう

青
年
部
は
活
動
家
育
成
強
め
る

火
災
、地
震
共
済
広
げ
る

Ｅ
Ｐ
Ａ
は
助
け
合
い
の
障
害
に

厚生文化分科会厚生文化分科会

議長：五箇谷日出雄（荒川）
〃 ：中田 啓一（目黒）
書記：平良 純子（本部）

議長：佐久間法博（世田谷）
〃 ：大久保博子（小金井国分寺）
書記：坪野 幹（小金井国分寺）


